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「児童生徒主体の教育活動」を目指すⅡ 

   

                       所長 平原 金智 

 

 夏休みに、理科の研究記録（自由研究）に取り組む児童生徒は多くいます。先日、霧島
市役所のギャラリーに展示してあった優秀作品を見ながら、「よく頑張ったね」と、陰な
がらエールを贈りました。私自身、これまで多くの子供たちと研究記録に取り組んできま
したが、最も難しいのはテーマを決めることです。身近な自然事象（事物・現象）の中に
「なぜ」「どうして」を見いだすこと、それを解決するための見通しを立てることは、か
なり難しいことのようです。悩んだ挙句、本屋やネット上にある「自由研究テーマ集」か
らテーマを選んでくる子供もいますが、自分で見つけた素朴な疑問や自らの好奇心から生
じたテーマには到底、及ぶものではありません。例えば、水泳に打ち込む男子生徒は
「プールのセンターコースは、端のコースより泳ぎやすいのではないか」という問いを追
究しました。幼いころから虫に興味がある女子生徒は「ダンゴムシは障害物を避けてジグ
ザグに進むらしい。エサや仕掛けで誘惑してもジグザグに進むのか」という好奇心から何
十匹ものダンゴムシに自作の迷路を歩かせました。科学的な研究論文ではないので、結論
が間違っていたとしても問題はないと私は思います。大切なことは、自らの問いや好奇心
から生じた課題を解決するために科学的に調べていくこと。論理的に結論を導き出すこと
です。一言で言えば「探究の過程を学び、経験すること」。私は、ここに学びの原点があ
り、学習者主体の授業の本質が見えると考えています。 

 今、学校は学習者主体の授業の充実を図るため、児童生徒自ら問いを発見させるための
工夫に特に重きを置いています。単に問いや課題を与えるだけでは、問題意識や目的意
識、学習意欲が持続しないことを実感しているからだと思います。これからの社会を表す
言葉は「混迷」「予測困難」です。そのような時代を生きていく子供たちには、様々な情
報や変化を鵜呑みにすることなく、主体的に問題を発見・解決する力を身に付けさせてお
かなければなりません。授業のみならず、児童生徒主体の教育活動の必要性は、これまで
以上に高まっています。 

 先日、本地区小学校３年生の投稿を目にしました。「どうして雨が降るのか不思議に思
い、お父さんに聞いてみました。お父さんは「海や川などの水が蒸発し、蒸発した水を含
んだ空気が冷やされて雲ができること」「その水滴が落ちてきて雨になること」を教えて
くれました。それからお父さんとペットボトルに水を入れて、ドライヤーで温めたり、冷
凍庫で冷やしたりして雨が降る仕組みを確かめました。自然には、私の知らない不思議が
たくさんあるな。」おおよそ、このような内容でした。「もうこの子は、くじら雲に乗れ
ないことを分かってしまったな」と思う反面、「このお父さんは、日頃から「雷の音はど
うして後から聞こえるの」といったような意図的な声掛けをしていて、この子は既に問い
を見つけ、解決することの楽しさを知っているのだな」と思いました。 

 問題を発見することや知的な好奇心は、経験を積み重ねて培われる感性のようなものだ
と思います。自ら問いを発見することは難しいからといって、ＡＩに聞けば、問い自体を
教えてくれる世の中だからこそ、学校でも家庭でもこの感性を培う機会を増やしていかな
ければならないと思います。雨が降ることも空が青いことも当たり前、そんな当たり前の
ことを不思議と思える感性を備えた子供たちを育てていかなければなりません。でなけれ
ば、某テレビ番組の有名キャラクターに叱られてしまいます。 



今後も、人を育てる教員という仕事のすばらしさを伝えていきます！！ 

令和８年度全国学力・学習状況調査結果を踏まえた授業改善 

令和８年度 フォローアップ講座in錦江小 



令和８年度地区研究協力校の「今」  研究に終わりなし 

『業務改善の推進』  みんなの声でつくる業務改善 

初任者が授業づくりで悩んでいることベスト３ （初任者の声（アンケート）から） 



危機管理マニュアル 

学校支援専門官 学校探訪 ～訪問で感じた学校のよさと教育への思い～  

シリーズ！姶良・伊佐教育事務所員が紹介する 私の元気の出る言葉㉓ 

人 権 週 間 


